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■ SPL-W100 仕様
大きさ・重量

電源・消費電力
ソフト用PCスペック
処理検体数
送液
使用ガス
設置環境

メインユニット 幅400 mm　奥行600 mm　高さ470 mm（送液部上面よりの高さ）　10Kg
送液部 幅450 mm　奥行600 mm　高さ410 mm　37Kg
100 V　（500 VA）
Windows7以降
最大50検体
シリンジ方式
N2ガスまたは不活性ガス
温度 ： 18～28 ℃
湿度 ： 40～70 %RH　ただし結露しないこと。
その他 ： 塵、振動、空間ノイズ、腐食性ガスなどの妨害要素の少ない環境が望ましい。

■ 寸法図（単位：mm）

株式会社 アイスティサイエンス
［本社］ 
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［東日本営業所］ 
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さまざまな分野における、LCの前処理を完全オンライン化

『完全オンライン全自動分析』 を実現する2つの新技術

2つの新技術がLCの性能を引き出す画期的な前処理装置
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■ バルブ内で溶出液と希釈液を混合しながらサンプルループに溜める
■ 流路の切り替えにより希釈した溶出液をLCカラムへ導入
■ 固相からの溶出液にpH調整剤や誘導体化試薬を添加することが可能

HYBRID SPE-LC
■ 従来のSPE-LCのオフラインとオンラインのそれぞれのメリットを融合
■ 試料を固相に負荷する時にバルブを汚さないオフラインのメリット
■ 固相からの溶出液をLCへ全量導入するオンラインのメリット

材料・一般化学

環　境

バイオ

食　品

製薬・医薬

■固相抽出装置がLCに搭載され、SPEコンディショニング→試料負荷→溶出→LC注入までをオンライン全自動分析
■従来のオフラインによる前処理法とオンラインによる前処理法のメリットを融合
■自動前処理工程は10分程度の高速処理

HYBRID ONLINE
SPE-LC

（ハイブリッドオンラインSPE-LC）

混合注入バルブシステム
Mixing Injection Valve System

Mixing Injection
Valve System

（混合注入バルブシステム）

SPL-W100 / オンラインSPE-LCインターフェース

(特許出願中）



❶固相抽出工程

❷溶出・混液
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Lノズル

試料の採取

固相の廃棄箱
※取り外し可

固相トレイ

Flash-SPEや各種ノズルを装着し
各ポジションへ移動します。

□高精度最先端ロボットアーム

Flash-SPE
固相セットエリア

試料セットエリア

ロボットアーム

溶出・注入
エリア

ワーキングエリア
各ノズル
ホームポジション

通液部

固相抽出工程をスケールダウン
処理時間を劇的に短縮し、
さらに高精度

試料の採取 試料負荷 洗浄

STEP❶ 準備
STEP❷ 溶出・混液

STEP❸ LCへ導入

夾雑物ターゲット

C

廃液瓶

希釈液

希釈液

POINT 溶出液と希釈液を
サンプルループ内で均一に混合！サンプルループ

廃液瓶

H

H

C

バルブホームポジション

バルブ自動切り替え

廃液瓶

H

送液ポンプ

MSLCカラム

送液ポンプ

MS

送液ポンプ

MS

LCカラム

LCカラム

固相カートリッジ

Flash-SPE

バルブを
切り替えて…

サンプルループ内の目的物質を
LCへ導入！

が、LCを新たな領域へ
混合注入バルブシステムMixing Injection Valve System

MiVS

Flash-SPE
（固相ミニカートリッジ）

Flash-SPE

オンラインSPE-GCのために専用開発さ
れた固相カートリッジです。充填量が2～
5mgと非常に少なく、コンパクト設計の
Flash-SPEと大量注入口LVI-S250により
試料の全量注入を可能にします。

Flash-SPEカートリッジ

希釈液

SPL-W100

SPL-W100
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従来のオフライン/オンラインのメリットを融合

■ LC-MS/MSのメンテナンス頻度が下がる。
■ 夾雑物が少なくなることで、LC-MS/MSに与える影響   
     を軽減し分析精度を維持できる。
　● HPLCカラムの劣化を抑えられ、ピーク形状を維持
          することができる。
　● MSの劣化を抑えられる。
■ 夾雑物が少なくなることで、イオン化阻害やイオン
     化促進などの影響を軽減できる。微量分析において
     は固相での濃縮量（負荷量）を増加することで、高感
     度な分析が可能となる。
■ 固相の濃縮に伴い増加した夾雑物は固相の洗浄な
     どにより除去することが可能である。
■ HPLCにおいて夾雑物を追い出す時間を短縮するこ
     とが可能となり、測定時間を短縮できる。
■ 夾雑物の影響がなくなることで、解析時間が短縮で
     きる。
■ 夾雑物が少なくなることで、誤って同定してしまうこ
     とを防ぐことができる。

C18精製によるLC分析カラムの負担軽減

固相C18を用いない場合

移動相の比率 移動相の比率

サンプル溶媒のアセニトの比率が高いとサンプルがLCのカラムに
保持されず、拡散されてバンドが広がった状態となり、その後もそ
のままバンドが広がった状態で検出器に導入される。
そのため、ピークは高さがなくブロードな形状となり、感度および
分離度が悪くなる。

サンプルが保持され濃縮され、ピークがシャープになり、感度及び
分離度が良くなる。

水ーアセニト（30/70）水ーアセニト（90/10）

従来のオンライン
★全量注入
★ダイレクト注入

オンラインの
メリット

ACN : 水
（5 : 95）

ACN : 水
（95 : 5）

グラジエント分析

夾雑物
極性 無極性

LCで使用されている分離カラ
ムは「ODS」で、固相C18と同じ
充填剤。
予め固相C18で精製することで
LCカラムの負荷を防ぐ。

メリット

試料がバルブを通るので
バルブが汚れる

分析用高圧
グラジェントポンプ

分析カラム

オートサンプラ 試料導入
ポンプ前処理カラム

廃液

検出器

サンプル負荷時 溶出時

LCカラムへ導入直後 LCカラム中を移動中 検出器／ピーク検出サンプル溶媒の比率

水ーアセニト（20/80）
注入量：20μL

水ーアセニト（80/20）
注入量：80μL

水60μLを
混合する

●HPLCカラムの劣化を防ぐ
●ピーク形状の維持
●分析時間の短縮

ピークがブロード

分析用高圧
グラジェントポンプ

分析カラム

オートサンプラ 試料導入
ポンプ前処理カラム

検出器

固相C18による精製の場合

夾雑物
C18ミニカラム
による精製効果

極性 無極性

ACN : 水
（4 : 1）

無極性
夾雑物

従来のオフライン

★試料をチューブに
吸い上げる

（チューブは洗浄可能）

オフラインの
メリット

★試料が
バルブを通らない

送液ポンプ

MSLCカラム

オフラインで固相精製

MiVSバルブでオンライン

混合液水

廃液瓶

H
LCへ

送液ポンプから

AiSTI TRI.SYSTEMによる独自シス
テムの活用で固相抽出工程の
「迅速化」、「省力化」、「コスト削
減」、「高精度」を実現します。AiSTI TRI.SYSTEM

AiSTI TRI.SYSTEM

★ロボットアームが
Flash-SPEを正確に
ハンドリング。

★試料がバルブを通
らない

★全量注入による高感度
★水の希釈によりLCカラムの先
端濃縮が起こり、ピークがシャー
プになる

溶媒↓

溶出液の一部しか
注入しない

メスアップできないから
定量できない

試験管でうける

LCカラムの先端濃縮によるシャープなピーク形状

試料採取 試料負荷・洗浄 溶出 試料吸引 LCへ注入

★MiVSバルブが
サンプルループ
内のより均一な混
合を実現！

Hybrid Online SPE-LC Interface

試料採取 試料負荷・洗浄

夾雑物ターゲット

固相カートリッジ

Flash-SPE

溶出

ハイブリッドオンラインSPE-LC



固相：C18
洗浄液：2%ACN- 水
溶出液：ACN- 水（2/1)
負荷量：200 µL
測定装置：LC-MS/MS

固相：C18
洗浄液：2%ACN- 水
溶出液：ACN- 水（1/1)
負荷量：25 µL
測定装置：LC-MS/MS

本システムを用いてコーヒーを飲んだ後の尿中の
カフェインを分析した。
採取した尿 50µL を水 950µL 入れているバイアル
に加え、本システムにセットして、測定した。

Application

分析サイクル時間

SPL-W100なら、様々な利用法に応用可能！

■ 精製 

混合液水

廃液瓶

H

送液ポンプ

MS
LCカラム

試料採取
試料負荷において夾雑物を固相
に吸着させて、目的物質はそのま
ま固相を通過させる。

■ 保持＋精製
試料採取 試料負荷 洗浄

混合液水

廃液瓶

H

送液ポンプ

MS
LCカラム

試料負荷において夾雑物を固相
に吸着させて、洗浄液で目的物質
を固相から洗い流し、その後、目
的物質を固相から溶出させる。

■  pH調整

pH調整液

廃液瓶

H

送液ポンプ

MS
LCカラム

■ 誘導体化反応

誘導体化反応
試薬液

廃液瓶

H

送液ポンプ

MS
LCカラム

試料導入

夾雑物

夾雑物

ターゲット
夾雑物
ターゲット

夾雑物
ターゲット

夾雑物
ターゲット

工場の各生産ラインや各工程にお
ける製品・生成物のチェックや品質
管理、また排水チェックなど危機管
理に有効です。

生成品
工
場
生
産
ラ
イ
ン

24時間連続
モニタリングサンプリング

PC
SPE-LC/MS

工場生産ラインなど24時間体制でオンラインモニタリング

RSD 回収率
1 2 3 4 5 6 Ave. % %

1 Nitenpyram 114,371 108,447 100,857 102,730 109,253 105,747 106,901 4.6 91
2 Thiamethoxam 15,295 15,282 11,831 14,101 15,157 16,181 14,641 10.4 116
3 Imidacloprid 24,911 22,741 22,148 22,380 23,060 23,131 23,062 4.3 108
4 Clothianidin 33,644 36,114 33,552 33,385 35,224 32,348 34,045 4.0 124
5 Acetamiprid 109,719 99,658 104,738 107,115 105,946 102,750 104,988 3.3 96
6 Thiacloprid 128,199 133,633 133,158 130,063 131,737 125,731 130,420 2.3 98

成分名 河川水, 10ppt 添加,　ピーク面積値NO.

■ 河川水中のネオニコチノイド分析

 検量線

 添加回収試験

 検出した農薬のMRM定量イオンクロマトグラムと定量値

Clothianidin

ピ
ー
ク
面
積
値

濃度（ppt）
Acetamiprid

濃度（ppt）

ピ
ー
ク
面
積
値

  

3

15

本システムで得られた尿中カフェインのMRM
定量イオンクロマトグラム

4.0 5.0 6.0 7.0 min

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

(x100,000)

3時間後

15時間後

カフェイン

 

 

Clothianidin
6.75 7.00 7.25 7.50 7.75 8.00 8.25

0

250

500

750

1000

1250 4:250.00>169.10(+)4:250.00>169.10(+)

検出 9.0 ppt

Acetamiprid
7.25 7.50 7.75 8.00 8.25 8.50 8.75

50

100

150

200

250

300

350 5:223.10>126.10(+)5:223.10>126.10(+)

検出 0.3 ppt

本システムを用いて河川水中のネオニコチノイドの分析を行っ
た。採取した河川水1mLをバイアルに入れて、本システムにセッ
トして測定した。

■ 尿中のカフェイン分析

溶出

SPL-W100の
前処理時間

HPLCの
稼働時間 20分

10分

20分

10分

20分

10分

20分

10分

20分

10分

20分

10分

20分

10分

20分

10分
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Software
直感的な使いやすいソフトウェア

■ 試料や溶液がスムーズに流れる直線的構造　■ 自動化に最適化されたシンプルな構造　
■ 2～5 mgという少量の固相充填量　■ 上下両端に配管の連結が可能

オンラインSPE-GC用固相カートリッジ
充填量が少なく無駄のない分析が可能

固相（充填剤）
C-18など

フリット

配管

ストレート構造により通
液や乾燥がスムーズ。効
率のよい前処理を実現。

フリット

溶出・LC注入時

配管

両端がプレスフィット。
しっかりとした連結が可
能で、自由度のある設計。

メニューバー 　（メソッド・シーケンス作成や環境設定）

モニター 　（動作状況をリアルタイムで表示）

スケジュール　（スケジュールを直接入力）

ワンクリックによる
メソッド選択

「尿・血液での新型コロナウイルス重症化予測技術」を共同研究

検体
(尿・血液) 煩雑な前処理の自動化

自動前処理装置
（アイスティサイエンス社）

専用分析メソッドの開発

LC-MS/MS
(島津製作所)

重症化を示唆する成分の
高感度分析例

成分（修飾ヌ
クレオシド）A

成分（修飾ヌ
クレオシド）B

重症化予測を目指した修飾核酸測定法の開発

TOPIC「尿・血液での新型コロナウイルス重症化予測技術」を共同研究

Nexeraシリーズとのベストマッチ
SPL-W100の制御画面 LabSolutionsの制御画面

今までは…
SPL-W100とLabSolutionsのサンプル番号を別々に設定。

  株式会社島津製作所、株式会社アイスティサイエンスは、国立大学法人熊本大学との共同研究「修飾核酸測定を応用した新規
COVID-19 診断法開発」の成果をもとに、メソッドパッケージ製品「LC/MS/MSメソッドパッケージ修飾ヌクレオシド」を開発
しました。本メソッドパッケージ（以下MP）は島津製作所社製の液体クロマトグラフ質量分析計（LC-MS）を用いて、ある試
料を特定の用途で分析する際に必要な情報を集約した製品です。本製品およびLC-MS、アイスティサイエンス製の自動前処理
装置で構成する「修飾核酸分析システム」
は、新型コロナウイルス感染症の重症化と
の関連が示唆される成分を、感染リスクの
低い尿や血液から6分以内で測定可能にな
ります（多検体連続分析時）。今後、PCR等
の診断による陽性判定後にこの技術を使い
重症化予測を行うことで、療養場所の選択
や治療薬選択のために応用されることが期
待されています。

バイアル番号とサンプル名はLabSolutions
で管理するので別々にならない。
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■ サンプル番号とデータファイル名を
                       LabSolutionsで一括管理

■ Nexeraの冷却機能による
                               サンプルの安定保管

■ 最大検体数の増加
                               50検体→100検体に


